
第６回厚生常任委員会会議記録 

開 閉 会 
日   時 

 平成２６年７月２３日（水曜） 午前１０時３０分 
 休憩時間   
                午前１０時４５分 

会 議 場 所  役場３階 第１委員会室 

出 席 委 員  
氏   名 

委員長  岡﨑榮太郎 委 員 唯野 義勝  議長 広瀬 重雄 
副委員長 髙橋 仁美 委 員 吉田 敏郎  
委 員  髙橋  源   
        

説 明 等 に  
出 席 し た  
者 の 氏 名  

   
   
   
   
   
   
   
   

事務局職員 局長 西科 純 次長 剣持 和裕  
『会議に付した事件と会議結果など』 
１ 開 会 委員長が開会を告げ、事務局長から本日の委員会の日程について説明する。

２ 議 件 
 （１） 調査事項   
   ア 資源ごみの持ち去りの現状について 
３ その他 

（１） 次回委員会の開催日時について  
（２） その他                                

２ 議 件 
 （１） 調査事項   
   ア 資源ごみの持ち去りの現状について 
 ・髙橋（仁）副委員長から前回の委員会の調査経過と今後の取組等、先進地事務調査の

提案について説明後、意見交換を行う。 
・吉田委員： 議会が動かないと行政も動かない。具体的に一歩進めるために、条例化

の検討などは１つの手法として賛成である。 
・唯野委員： 何が課題なのか追及する必要がある。行政側と話して解決するのであれ

ば、現段階で所管事務調査までは不要ではないか。 
・委員長： 執行機関側も弁護士判断で終わっている。課としても、今以上の対応は取

らないのではないか。先進地事務調査をしながら進めることはどうか。 
・唯野委員： 対処するためにはどうしたらよいかを考えるべきである。 



・髙橋（仁）副委員長： 町への提言においても他の自治体から学んだうえで行うのは

よい。 
・髙橋（源）委員： ホットボイスが８件寄せられており、関心も高い。禁止条例など

 に至った理由などを調査しながら、町への提言を協議することはよい。 
・委員長： 先進地事務調査を行うことで決定する。 

 
３ その他 

（１） 次回委員会の開催日時について 
   平成２６年８月６日（水曜）午後３時 
（２） その他 
   なし 
  
以上をもって、特別委員会を終了する。 

傍 聴 者 数 一 般 者 １名 報道関係者 １名 合 計 ２名

 記載のとおり報告する。 
 
 平成２６年７月２３日 

厚生常任委員会委員長 岡﨑 榮太郎 
 

 


